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第３　指導と評価の計画及び授業改善

１　本単元の指導計画と評価計画の作成及び授業改善
　 　本単元の指導計画の作成に当たっては、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較する際、

乾電池と豆電球などのつなぎ方や、乾電池につないだ物の様子の共通点や差異点に、児童が着目で
きるように留意する。評価計画の作成に当たっては、十分に実験ができる時間を確保するとともに、
問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度などが育成できるように留意する。指導計画
の評価結果を基に、児童が「回路」という言葉を使用して考察し、適切に説明できていたか、実験の
記録を整理して記録できていたか、などを中心に振り返り、改善を図る。

２　本時の学習指導・評価と授業改善
　 　本時の学習指導では、児童の既習の学習や疑問から新たな問題が見いだせるようにする。観察、実

験の結果を表などに分類・整理できるよう記録の工夫について指導するとともに、その記録から共通
点や差異点を見いだし比較する考え方を働かせて考察しているか、記述や発言により評価を行ってい
く。本時の評価結果を基に、電気の性質などについて理解や思考を深めることができたかを分析し、
電気についての考えをより深めたり広めたりできるように、改善を図る。

３　学習指導と評価の例

＜事例１＞　�問題解決の過程において、考え方を働かせて考察することをねらった事例（働かせる理科の見方・考え方）��
第３学年「電気の通り道」　指導要領との関わり：内容　Ａ　物質・エネルギー（エネルギー）

 

 

第３ 指導と評価の計画及び授業改善 

 

 

 

１ 本単元の指導計画と評価計画の作成及び授業改善 

  本単元の指導計画の作成に当たっては、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較する際、

乾電池と豆電球などのつなぎ方や、乾電池につないだ物の様子の共通点や差異点に、児童が着目でき

るように留意する。評価計画の作成に当たっては、十分に実験ができる時間を確保するとともに、問

題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度などが育成できるように留意する。指導計画の

評価結果を基に、児童が「回路」という言葉を使用して考察し、適切に説明できていたか、実験の記

録を整理して記録できていたか、などを中心に振り返り、改善を図る。 

２ 本時の学習指導・評価と授業改善 

  本時の学習指導では、児童の既習の学習や疑問から新たな問題が見いだせるようにする。観察、実

験の結果を表などに分類・整理できるよう記録の工夫について指導するとともに、その記録から共通

点や差異点を見いだし比較する考え方を働かせて考察しているか、記述や発言により評価を行ってい

く。本時の評価結果を基に、電気の性質などについて理解や思考を深めることができたかを分析し、

電気についての考えをより深めたり広めたりできるように、改善を図る。 

３ 学習指導と評価の例 

 

 １ 単元名 「電気の通り道」〈第３学年〉 

 ２ 単元について（略） 

 ３ 単元の目標 

   児童が、乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子に着目して、電気を通すと

きと通さないときのつなぎ方を比較しながら、電気の回路について調べる活動を通して、それらに

ついての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に差異点や共通点を

基に、問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。 

 ４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①電気を通すつなぎ方と通さ

ないつなぎ方があることを

理解している。 

②電気を通す物と通さない物

があることを理解している。 

③電気の回路について、器具や

機器などを正しく扱いなが

ら調べ、それらの過程や得ら

れた結果を分かりやすく記

録している。 

①電気の回路について、差異点

や共通点を基に、問題を見い

だし、表現するなどして問題

解決している。 

②電気の回路について、観察、

実験などを行い、得られた結

果を基に考察し、表現するな

どして問題解決している。 

①電気の回路についての事

物・現象に進んで関わり、他

者と関わりながら問題解決

しようとしている。 

②電気の回路について、学んだ

ことを学習や生活に生かそ

うとしている。 

 ５ 指導と評価の計画（全児童記録：全児童の学習状況の記録をとり、総括につなげるもの） 

 法方・点観の価評 動 活 習 学 時 次

第
一
次 

１ 

 

 

 

 

 

○電気の明かりをつけたり消したりした経

験から、単元の問題を見いだす。 

・身の回りで使われている電球の明かりや、

明かりをつけた経験を話し合う。 

※これから使用していく教材の、それぞれ

の名称についても指導する。 

（豆電球、ソケット、乾電池（＋極、－極）、

導線） 

 

 

【思考・判断・表現①】（行動観察・発言） 

 

 

 

 

生活の中から問題を見いだすようにする。 

＜事例１＞ 問題解決の過程において、考え方を働かせて考察することをねらった事例（働かせる理科の見方・考え方） 

      第３学年「電気の通り道」 指導要領との関わり：内容 Ａ 物質・エネルギー（エネルギー） 

単元導入では、身の回りの事象から問題を見いだす
ようにする。第１時では、児童全員の学習記録を行
うのではなく、特徴的な児童の学習状況を確認し、
児童の学習改善や教師の指導改善に生かす。 
※【思・判・表①】の全児童の記録は第５時に行う。 

（解Ｐ37）下から５行目の文を引用する。 

 

 

【参考】各学年「単元の評価規準」の概要 

第３学年「単元の評価規準」の概要 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・（ア）を理解している。 

・（イ）を理解している。 

・（Ａ）について，器具や機

器などを正しく扱いなが

ら調べ，それらの過程や得

られた結果を分かりやす

く記録している。 

・（Ａ）について，差異点や共通点

を基に，問題を見いだし，表現す

るなどして問題解決している。 

・（Ａ）について，観察，実験など

を行い，得られた結果を基に考察

し，表現するなどして問題解決し

ている。 

・（Ａ）についての事物・現象

に進んで関わり，他者と関わ

りながら問題解決しようと

している。 

・（Ａ）について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。 

第４学年「単元の評価規準」の概要 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・（ア）を理解している。 

・（イ）を理解している。 

・（Ａ）について，器具や機

器などを正しく扱いなが

ら調べ，それらの過程や得

られた結果を分かりやす

く記録している。  

・（Ａ）について，既習の内容や生

活経験を基に根拠ある予想や仮

説を発想し，表現するなどして問

題解決している。 

・（Ａ）について，観察，実験など

を行い，得られた結果を基に考察

し，表現するなどして問題解決し

ている。 

・（Ａ）についての事物・現象

に進んで関わり，他者と関わ

りながら問題解決しようと

している。 

・（Ａ）について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。  

第５学年「単元の評価規準」の概要 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・（ア）を理解している。 

・（イ）を理解している。 

・（Ａ）について，観察，実

験などの目的に応じて，器

具や機器などを選択して，

正しく扱いながら調べ，そ

れらの過程や得られた結

果を適切に記録している。 

・（Ａ）について，予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表現す

るなどして問題解決している。 

・（Ａ）について，観察，実験など

を行い，得られた結果を基に考察

し，表現するなどして問題解決し

ている。  

・（Ａ）についての事物・現象

に進んで関わり，粘り強く，

他者と関わりながら問題解

決しようとしている。 

・（Ａ）について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。  

第６学年「単元の評価規準」の概要 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・（ア）を理解している。 

・（イ）を理解している。 

・（Ａ）について，観察，実

験などの目的に応じて，器

具や機器などを選択して，

正しく扱いながら調べ，そ

れらの過程や得られた結

果を適切に記録している。 

・（Ａ）について，予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表現す

るなどして問題解決している。 

・（Ａ）について，観察，実験など

を行い，（Ｂ）について，より妥

当な考えをつくりだし，表現する

などして問題解決している。 

・（Ａ）についての事物・現象

に進んで関わり，粘り強く，

他者と関わりながら問題解

決しようとしている。 

・（Ａ）について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。 

※（ア）、（イ）は、知識に関する内容、（Ａ）は内容のまとまりにおける学習の対象を示している。 

※（Ｂ）はその場面で追究する学習内容を示している。 

※下線部は、学年によって表現が異なる場合がある部分を示している。 

⇒各学校において学習評価を行う際の評価規準は、「内容のまとまりごとの評価規準」を基に、学習指

導要領解説等を踏まえて作成する。 
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第３　指導と評価の計画及び授業改善

１　本単元の指導計画と評価計画の作成及び授業改善
　 　本単元の指導計画の作成に当たっては、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較する際、

乾電池と豆電球などのつなぎ方や、乾電池につないだ物の様子の共通点や差異点に、児童が着目で
きるように留意する。評価計画の作成に当たっては、十分に実験ができる時間を確保するとともに、
問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度などが育成できるように留意する。指導計画
の評価結果を基に、児童が「回路」という言葉を使用して考察し、適切に説明できていたか、実験の
記録を整理して記録できていたか、などを中心に振り返り、改善を図る。

２　本時の学習指導・評価と授業改善
　 　本時の学習指導では、児童の既習の学習や疑問から新たな問題が見いだせるようにする。観察、実

験の結果を表などに分類・整理できるよう記録の工夫について指導するとともに、その記録から共通
点や差異点を見いだし比較する考え方を働かせて考察しているか、記述や発言により評価を行ってい
く。本時の評価結果を基に、電気の性質などについて理解や思考を深めることができたかを分析し、
電気についての考えをより深めたり広めたりできるように、改善を図る。

３　学習指導と評価の例

＜事例１＞　�問題解決の過程において、考え方を働かせて考察することをねらった事例（働かせる理科の見方・考え方）��
第３学年「電気の通り道」　指導要領との関わり：内容　Ａ　物質・エネルギー（エネルギー）

 

 

第３ 指導と評価の計画及び授業改善 

 

 

 

１ 本単元の指導計画と評価計画の作成及び授業改善 

  本単元の指導計画の作成に当たっては、電気を通すときと通さないときのつなぎ方を比較する際、

乾電池と豆電球などのつなぎ方や、乾電池につないだ物の様子の共通点や差異点に、児童が着目でき

るように留意する。評価計画の作成に当たっては、十分に実験ができる時間を確保するとともに、問

題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度などが育成できるように留意する。指導計画の

評価結果を基に、児童が「回路」という言葉を使用して考察し、適切に説明できていたか、実験の記

録を整理して記録できていたか、などを中心に振り返り、改善を図る。 

２ 本時の学習指導・評価と授業改善 

  本時の学習指導では、児童の既習の学習や疑問から新たな問題が見いだせるようにする。観察、実

験の結果を表などに分類・整理できるよう記録の工夫について指導するとともに、その記録から共通

点や差異点を見いだし比較する考え方を働かせて考察しているか、記述や発言により評価を行ってい

く。本時の評価結果を基に、電気の性質などについて理解や思考を深めることができたかを分析し、

電気についての考えをより深めたり広めたりできるように、改善を図る。 

３ 学習指導と評価の例 

 

 １ 単元名 「電気の通り道」〈第３学年〉 

 ２ 単元について（略） 

 ３ 単元の目標 

   児童が、乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子に着目して、電気を通すと

きと通さないときのつなぎ方を比較しながら、電気の回路について調べる活動を通して、それらに

ついての理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けるとともに、主に差異点や共通点を

基に、問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。 

 ４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①電気を通すつなぎ方と通さ

ないつなぎ方があることを

理解している。 

②電気を通す物と通さない物

があることを理解している。 

③電気の回路について、器具や

機器などを正しく扱いなが

ら調べ、それらの過程や得ら

れた結果を分かりやすく記

録している。 

①電気の回路について、差異点

や共通点を基に、問題を見い

だし、表現するなどして問題

解決している。 

②電気の回路について、観察、

実験などを行い、得られた結

果を基に考察し、表現するな

どして問題解決している。 

①電気の回路についての事

物・現象に進んで関わり、他

者と関わりながら問題解決

しようとしている。 

②電気の回路について、学んだ

ことを学習や生活に生かそ

うとしている。 

 ５ 指導と評価の計画（全児童記録：全児童の学習状況の記録をとり、総括につなげるもの） 

 法方・点観の価評 動 活 習 学 時 次

第
一
次 

１ 

 

 

 

 

 

○電気の明かりをつけたり消したりした経

験から、単元の問題を見いだす。 

・身の回りで使われている電球の明かりや、

明かりをつけた経験を話し合う。 

※これから使用していく教材の、それぞれ

の名称についても指導する。 

（豆電球、ソケット、乾電池（＋極、－極）、

導線） 

 

 

【思考・判断・表現①】（行動観察・発言） 

 

 

 

 

生活の中から問題を見いだすようにする。 

＜事例１＞ 問題解決の過程において、考え方を働かせて考察することをねらった事例（働かせる理科の見方・考え方） 

      第３学年「電気の通り道」 指導要領との関わり：内容 Ａ 物質・エネルギー（エネルギー） 

単元導入では、身の回りの事象から問題を見いだす
ようにする。第１時では、児童全員の学習記録を行
うのではなく、特徴的な児童の学習状況を確認し、
児童の学習改善や教師の指導改善に生かす。 
※【思・判・表①】の全児童の記録は第５時に行う。 

（解Ｐ37）下から５行目の文を引用する。 

 

 

【参考】各学年「単元の評価規準」の概要 

第３学年「単元の評価規準」の概要 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・（ア）を理解している。 

・（イ）を理解している。 

・（Ａ）について，器具や機

器などを正しく扱いなが

ら調べ，それらの過程や得

られた結果を分かりやす

く記録している。 

・（Ａ）について，差異点や共通点

を基に，問題を見いだし，表現す

るなどして問題解決している。 

・（Ａ）について，観察，実験など

を行い，得られた結果を基に考察

し，表現するなどして問題解決し

ている。 

・（Ａ）についての事物・現象

に進んで関わり，他者と関わ

りながら問題解決しようと

している。 

・（Ａ）について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。 

第４学年「単元の評価規準」の概要 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・（ア）を理解している。 

・（イ）を理解している。 

・（Ａ）について，器具や機

器などを正しく扱いなが

ら調べ，それらの過程や得

られた結果を分かりやす

く記録している。  

・（Ａ）について，既習の内容や生

活経験を基に根拠ある予想や仮

説を発想し，表現するなどして問

題解決している。 

・（Ａ）について，観察，実験など

を行い，得られた結果を基に考察

し，表現するなどして問題解決し

ている。 

・（Ａ）についての事物・現象

に進んで関わり，他者と関わ

りながら問題解決しようと

している。 

・（Ａ）について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。  

第５学年「単元の評価規準」の概要 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・（ア）を理解している。 

・（イ）を理解している。 

・（Ａ）について，観察，実

験などの目的に応じて，器

具や機器などを選択して，

正しく扱いながら調べ，そ

れらの過程や得られた結

果を適切に記録している。 

・（Ａ）について，予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表現す

るなどして問題解決している。 

・（Ａ）について，観察，実験など

を行い，得られた結果を基に考察

し，表現するなどして問題解決し

ている。  

・（Ａ）についての事物・現象

に進んで関わり，粘り強く，

他者と関わりながら問題解

決しようとしている。 

・（Ａ）について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。  

第６学年「単元の評価規準」の概要 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・（ア）を理解している。 

・（イ）を理解している。 

・（Ａ）について，観察，実

験などの目的に応じて，器

具や機器などを選択して，

正しく扱いながら調べ，そ

れらの過程や得られた結

果を適切に記録している。 

・（Ａ）について，予想や仮説を基

に，解決の方法を発想し，表現す

るなどして問題解決している。 

・（Ａ）について，観察，実験など

を行い，（Ｂ）について，より妥

当な考えをつくりだし，表現する

などして問題解決している。 

・（Ａ）についての事物・現象

に進んで関わり，粘り強く，

他者と関わりながら問題解

決しようとしている。 

・（Ａ）について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。 

※（ア）、（イ）は、知識に関する内容、（Ａ）は内容のまとまりにおける学習の対象を示している。 

※（Ｂ）はその場面で追究する学習内容を示している。 

※下線部は、学年によって表現が異なる場合がある部分を示している。 

⇒各学校において学習評価を行う際の評価規準は、「内容のまとまりごとの評価規準」を基に、学習指

導要領解説等を踏まえて作成する。 




